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 ６東彼杵町条例第１２号 

  

東彼杵町公共下水道処理施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例をここに公布

する。 

  

令和６年３月８日 

  

東彼杵町長 岡田 伊一郎 
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東彼杵町公共下水道処理施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 

東彼杵町公共下水道処理施設の設置及び管理に関する条例（平成１５年条例第９号）の一部を次のように改正する。 

次の表に掲げる規定の改正部分は、下線の部分である。 

 

改正後 改正前 

（排水設備等の工事の実施） （排水設備等の工事の実施） 

第６条 排水設備等の新設等の工事（管理者が定める軽微な工事を除

く。）は、排水設備等の工事に関し管理者が定める下水道排水設備工

事責任技術者（以下「責任技術者」という。）を選任する業者として

水道事業管理規程で定めるところにより管理者が指定したもの（以下

「指定業者」という。）でなければ、行ってはならない。 

第６条 排水設備等の新設等の工事（管理者が定める軽微な工事を除

く。）は、排水設備等の工事に関し管理者が定める下水道排水設備工

事責任技術者（以下「責任技術者」という。）が専属する業者として

水道事業管理規程で定めるところにより管理者が指定したもの（以下

「指定業者」という。）でなければ、行ってはならない。 

（除害施設の設置等） （除害施設の設置等） 

第１０条 法第１２条の１１第１項の規定により、次に定める基準に適

合しない下水（法第１２条の２第１項又は第５項の規定により公共下

水道に排除してはならないこととされるものを除く。）を継続して排

除して公共下水道を使用する者は、除害施設を設け、又は必要な措置

をしなければならない。 

第１０条 法第１２条の１１第１項の規定により、次に定める基準に適

合しない下水（法第１２条の２第１項又は第５項の規定により公共下

水道に排除してはならないこととされるものを除く。）を継続して排

除して公共下水道を使用する者は、除害施設を設け、又は必要な措置

をしなければならない。 

（１）～（４） （略） （１）～（４） （略） 

（５） 六価クロム化合物 １リットルにつき六価クロム０．２ミリ

グラム以下 

（５） 六価クロム化合物 １リットルにつき六価クロム０．５ミリ

グラム以下 

（６）～（４２） （略） （６）～（４２） （略） 

２ （略） ２ （略） 

附 則 

この条例は、令和６年４月１日から施行する。 


